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1. 施設配置 

1.1 敷地周辺の現況 

現時点において想定される「道の駅」の敷地周辺の状況は以下のとおりです。 

 

 

図 1 敷地周辺の状況 
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1.2 動線計画 

現時点において想定される動線計画のイメージ（案）を以下に示します。 

駐車場出入口の設置については、道路管理者である県や市、警察等との協議を行った上で渋滞

緩和及び安全対策を講じていくとともに、菅谷・飯田線（バードライン）の４車線化計画に伴う

拡幅等を考慮し、アクセス性や既存交差点との離隔距離に留意しながら、新たな交差点や信号機

の設置、外周道路の整備などについて検討を行っていきます。 

 

 

図 2 動線計画 
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1.3 施設配置の考え方 

施設配置の考え方は以下を基本とし、設計段階において具体的な検討を行います。 

・広場等及び建物配置については、交通量の多い菅谷・飯田線（バードライン）側からの視認

性に配慮した配置計画とします。 

・駐車場は、車両が安全に出入りしやすい配置とし、小型車駐車場と大型車駐車場のエリア分

けを考慮した計画とします。 

・広場等は、各屋内施設からアクセスしやすい位置とします。 

・十分なバックヤードを設け、各施設への搬入等がしやすい配置とします。また、バックヤー

ドは、利用者エリアから見えづらい位置とすることで、景観に配慮した計画とします。 

 

1.4 施設配置のイメージ 

 施設配置の計画作成にあたっては、敷地内における建物配置の検討が重要となることから、基

本計画における建物形態については、屋内施設を一つの建物に集約する「一棟型」と、屋内施設

を分散配置する「分棟型」の 2パターンで検討を進めていきます。 

以下に、「一棟型」と「分棟型」における、施設配置上の主な特徴を示します。 

表 1 建物形態の違いによる主な特徴 

なお、施設の適性配置等の観点から、今後も引き続き検討を行うものとし、運営事業者との協

議や施設内容の精査、基本設計等を踏まえた上で、各施設の最終的な配置計画を決定していきま

す。 

 一棟型 分棟型 

前面道路から 

の視認性 

一つの建物規模が大きくなるため、外周

道路からの視認性が高くなりやすい 

一つ一つの建物が小さいため、前面道路

からの見え方に留意した設計が必要 

景観 分棟型よりも景観上の変化が少なくな

りやすい 

分散配置の仕方によっては、変化に富ん

だ園地ができる 

広場等の 

関係性 

矩形のシンプルな一棟型の場合、建物の

広場等との関係が一様になりやすい 

建物と広場等の連続性に配慮した施設

配置にすることで、各広場等の特徴を生

み出しやすい 

施設利用上の 

自由度 

利用者の休憩スペースやホールなどの

共用部を、イベントスペースとして活用

するなど、施設を使う上での自由度が高

い 

各建物が離れていることや、計画によっ

て各棟の共用部が少なくなることによ

り、一棟型よりも自由度が低くなりやす

い 

事務エリア 事務エリアの施設（休憩スペースやトイ

レ等）を共用しやすい 

棟毎に事務エリア用のトイレを設ける

等の配慮が必要となる可能性がある 

バックヤード 各施設のバックヤードを集約すること

ができ、コンパクトな動線となる 

点在していることから、各バックヤード

への動線の確保が必要となる 

維持管理 

・運営 

効率的な維持管理・運営がしやすい 各建物の距離が離れている場合、一棟型

よりも、維持管理・運営の効率が下がる

可能性がある 
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図 3 施設配置イメージ（一棟型） 
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【凡例】 
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図 4 施設配置イメージ（分棟型） 

 

 

敷地出入口 
車両動線 

歩行車動線 
バックヤード動線 
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